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1はじめに
　地方都市の衰退が叫ばれる中，抜本策が求められている。そんな中，2014 年 5 月には「日
本創成会議」が人口減少に伴い全国の半数の自治体が将来消滅する可能性について試算を示し
た。その後，政府は，人口減少や地域経済の活性化対策に取り組む「まち・ひと・しごと創生
















業の 6 次産業化」であり，2009 年以降 2012 年までの民主党政権時に「6 次産業化の推進」を
農林水産政策大綱に掲げたことで一躍注目されるようになった。6 次産業化とは，主に「生産




足 立 基 浩 ，上 野 美 咲
1）　「三井住友信託銀行 調査月報」 2012 年 8 月号 経済の動き ～ 農業は成長産業となりうるか　参照。
2 経済理論　380号　2015年 6 月














































































































　ここで図 2の，R0 ― R2 をたとえば「本来得られるであろう地代（潜在最大地代）」と「（様々




























































　   g（T2）　  ∂W（T2）r＝―――＋―――












































　つまり，R0 の地代水準を T1 で超えた時点が中間的な土地利用への最適なタイミングとなる
（f（t）は単純な増加関数とする）。以上の式から明らかなように，中間的な土地利用の地代が，






























　前市長である谷口義幸の時代（2015 年 3 月現在の日南市の市長は﨑田恭平氏），①給料月額












6）　2015 年 2 月 27 日 NHK宮崎の特別番組「GOGO商店街」で専門家の立場から招聘を受けた著者が木藤氏
とインタビュー形式で取材を行った。
10 経済理論　380号　2015年 6 月
いもなどを栽培してきた。商店街の土地に「農業」という付加価値を加えているが先のモデル
























































7）　2015 年 3 月 8 日，9日，現地取材を行った。












































8）　調査日時：平成 26 年 10 月 19 日（日曜日）時間：14 時から 17 時　埼玉県日高市下大谷沢 546
　担当：諏訪勝美さん　同社は社員数：580 名で，売上高は 53 億円（2013 年）となっている。
14 経済理論　380号　2015年 6 月
　特に，本店と呼ばれる埼玉県のレジャー施設と温泉が敷設されているメイン施設では年間約
386 万人の集客に成功している。その内訳は埼玉県 6割，東京都 2割とこの 2地域で合計 8割
を占める。売り上げは本館からの売り上げが約 25 億円，牧場からの収入が約 3億円，野菜販
売が約 8億円，通販が約 2.5 億円である。客層は圧倒的にファミリー層が多い。
写真 5　サイボクハムでのパフォーマンス
写真 6　野外の食事・休憩スペース
　駐車場を完備し（約 1,050 台），大型バスなども停めることができる。バスは年間約 600 台で，
約 24,000 人が訪れている。視察は年間 3,500 人程度となっている。
15土地空間の付加価値化における空間型アグリビジネスの可能性に関する一考察
経営形態
　2014 年 10 月現在では，東北牧場（約 40,000 トンの豚）南アルプス牧場，サイボクガーデン
などをはじめ 4か所の関連施設・牧場を有している。独自の手法で交配し，加工に関しても基
本的には保存料着色料などを使わない手法でブランド価値を高めている。
　なお，従業員 580 人のうち，正規雇用は 250 人で，残りが非正規雇用となっている。繁忙期
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Abstract
There has been a sharp increase in idle land and vacant shops in local town centre since 
1990s in Japan. This study examines in what way these idle sites can be developed to 
urban land use with a special reference to ‘temporally land use’ such as green sites with 
farming activity. We firstly set up a conventional economic model with respect to wealth 
maximizing value’s framework. Then we solve the problem by differentiating the model 
with respect to timings, which brought about optimal. Timing for land development.  Then 
we examine the result with case studies relying upon our interview survey conducted in 
Miyazaki, Fukuoka and Saitama areas. This paper concludes that there is a possibility that 
urban green sited will contribute the efficient urban land use. 
